
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応力降下量一定(S1)モデル震度分布図 

（資料１－１） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変位量一定(D1)モデル震度分布図 
（資料１－２） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応力降下量一定(S2)モデル震度分布図 
（資料１－３） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変位量一定(D2)モデル震度分布図 
（資料１－４） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

震度分布（S1,D1,S2,D2 の最大値をとったもの） 
（資料１－５） 



■震度と建物全壊率との関係 

 
 

 

 
木造建物全壊率
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西宮市のプロット
　赤：旧築年（S35以前）
　緑：中築年（S36～S55）
　青：新築年（S56以降）

旧築年中間値
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紫：米子市・境港市・呉市のプロット

木造建物全壊率 

（資料２） 
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S45年以前　全てのサンプル

S46年以降　全てのサンプル
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■応力降下量一定(S1)モデルの地震動による建物被害の分布 
 

①木造建物全壊棟数 
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②非木造建物全壊棟数 
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③木造建物倒壊数と非木造建物倒壊数の和 

＜応力降下量一定(S1)モデル＞ 
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■変位量一定(D1)モデルの地震動による建物被害の分布 

 

①木造建物全壊棟数 
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（資料４）
 
 
 

②非木造建物全壊棟数 
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③木造建物倒壊数と非木造建物倒壊数の和 
＜変位量一定(D1)モデル＞ 
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■液状化可能性

 
 

応力降下量一定(S1)モデルによる 

変位量一定(D1)モデルによる 
（資料５）


